
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 住宅用火災警報器とは 

火災が発生したときは、目で煙や炎をみたり、鼻で焦げ臭いにおいを感じたりすることがほ

とんどだと思います。しかし、それだけでは就寝中や仕切られた部屋などで物事に集中して

いる時などには、火災に気づくのが遅れてしまいます。 

 そこで、家庭内で火災の発生にいち早くキャッチし、知らせてくれるのが「住宅用火災

警報器」です。 

 

 

 

 

 

 

２ 住宅用火災警報器の効果にご注目 

設置している場合は、設置していない場合と比べて死者の数は半減、焼損床面積と損

害額も大幅に減少しています。 

つまり住宅用火災警報器の設置で、火災の被害を少なくすることができます！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成２９年から令和元年の火災報告から集計 

※出典：総務省消防庁 

 



３ いざという時に頼れる住宅用火災警報器だからこそ（交換の目安は１０年） 

 古くなると電子部品の劣化や電池切れなどで火災を感知しなくなることがあります。設置

年数は、設置の時に記入した設置年月や交換期限で確認ができ、記載がない場合は、

製造年でおおよその時期がわかります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ご自宅の住宅用火災警報器を点検・確認してみましょう！ 
少なくとも年に２回は点検をしましょう 

 (春・秋火災予防運動の時期に実施することを推奨しています) 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：一般財団法人 日本火災報知機工業会 



５ ご自宅の設置場所を確認してみましょう！ 
 増毛町では寝室と階段上部（寝室が２階以上にある場合）に設置が義務化されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６ 新しく交換する際は、生活に適した機器を推奨しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：総務省消防庁 



７ 購入場所 
 お近くのホームセンターや電気店などで購入ができます。なお、価格はメーカーや種類、

機能等により異なります。 

 

８ 廃棄方法 
 住宅用火災警報器は、「小型家電」として所定の回収ボックス（町役場、文化センタ

ー、最終処分施設）に廃棄をお願いします。 

なお、電池は本体内部から外し、「危険ごみ」の日に透明又は半透明の袋に入れて廃

棄して下さい。 

 

９ 参 考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


